
【 持 参 物 】
　特になし

【 持 参 物 】
  黒のサインペン１本

【 備 考 】 【 備 考 】

【 ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ 】 教育基本法　学習指導要領 【 キ ー ワ ー ド 】 コミュニケーション、連携、地域からの発信、授業デザイン

【 試 験 】 筆記試験 【 試 験 】 筆記試験

【ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ】 三重県教育委員会事務局小中学校教育課学力向上推進班課長補佐兼班長　伊藤　卓哉 【 ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ 】 三重県教育委員会事務局子ども安全対策監　倉田　幸則

【 講 習 内 容 】 ①.教育基本法改正の経緯 【 講 習 内 容 】 授業や教育活動を、どのように設計・開発・実施・評価していくかは、教員・教育関係者に
とって、大きな課題である。現在、学校園内外との連携協力を進め、その「つながり」を教
育実践にどう生かしているかが重要となっている。欧米では、インストラクショナルデザイ
ン（ＩＤ）という分野が注目されている。本講習では、「コミュニケーション」「連携」
「地域からの発信」「授業デザイン」をキーワードに、ＩＤの知見を紹介しながら、地域や
学校の特徴を生かした教育実践の進め方を考えていく。さらに、三重県での教育課題（地域
や教育関係機関との連携）を取り上げ、教育の最新事情についても学ぶ。

②.新教育基本法の骨子および関係教育法令の主要改正点

③.改訂学習指導要領要点と三重県の教育課題

【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 教育政策の動向についての理解 【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 「つながり」を重視した教育活動と授業実践

【 担 当 講 師 】 皇學館大学現代日本社会学部教授　新田　均 【 担 当 講 師 】 三重大学教育学部附属教育実践総合センター教授　須曽野　仁志

【 備 考 】 【 備 考 】

【 開 催 日 時 】 平成２６年８月３日（日）　９：００～１２：２０ 【 開 催 日 時 】 平成２６年８月３日（日）　１３：２０～１６：４０

【 試 験 】 筆記試験 【 試 験 】 筆記試験

【 持 参 物 】   特になし 【 持 参 物 】 　特になし

【 講 習 内 容 】 学校をめぐる近年の状況変化を踏まえて、現在社会的に求められている教員の子ども観や教
育観について考察する。子どもの現状に関する資料や様々な事例を用いて具体的に考え、教
育実践を振り返る手がかりとしたい。

【 講 習 内 容 】 発達心理学の知見から、従来の発達観の見直しを図るとともに、発達という視点からこども
を理解しようとする。また、特別支援教育の実際に関わり、県内の動向と、課題の共有をし
ていきたい。

【 ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ 】 子ども観、教育観、省察 【 ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ 】 発達段階　協同的な学び　発達障がい　カウンセリングマインド　特別支援教育

【 担 当 講 師 】 三重短期大学生活科学科准教授　 清道　亜都子 【 担 当 講 師 】 鈴鹿短期大学教職GL こども学専攻助教　長澤　貴

【ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ】 三重県教育委員会事務局人権教育課調査研修班班長　藤原　武 【 ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ 】 三重県教育委員会事務局特別支援教育課特別支援教育班課長補佐兼班長　森井　博之

【 開 催 日 時 】 平成２６年８月２日（土）　９：００～１２：２０ 【 開 催 日 時 】 平成２６年８月２日（土）　１３：２０～１６：４０

【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 教職についての省察 【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 教育の最新事情（子どもの理解と特別支援教育）

【 受 講 料 】 　１２，０００円

【 会 場 】 　三重大学

【 備 考 】

　三重県教員免許状更新講習連絡協議会必修講習「　教育の最新事情　－三重県の教育課題から－　」　　平成２６年８月２日（土）・３日（日）

【 開 催 日 時 】 　平成２６年８月２日（土）・３日（日）　９：００～１６：４０

【 募 集 期 間 】 　平成２６年４月１６日（水）～４月３０日（水）

【 募 集 定 員 】 　４０名（現在、三重県内の国公私立学校および幼稚園に勤務している者に限る）


